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1面の続き

大
相
撲
の
多
国
籍
化
に
つ
い

て
、
柔
道
と
剣
道
を
例
に
比
較

し
て
み
よ
う
。

柔
道
は
早
く
か
ら
、
よ
り
ダ

イ
亨
へ
「
ツ
タ
に
興
味
深
く
観
客

へ
訴
え
る
ス
ポ
ー
ツ
に
変
容
す

る
国
際
戦
随
を
選
ん
だ
。
し
か

し
そ
の
代
償
と
し
て
、
体
重
別

制
や
カ
ラ
ー
道
砦
の
導
入
を
強

い
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
按
評
価

の
細
分
化
と
一
本
勝
ち
の
減
少

を
通
じ
て
、
柔
道
発
祥
の
国
・

日
本
の
伝
脇
は
国
際
的
に
少
数

派
へ
転
け
て
し
ま
う
。

他
方
、
剣
道
は
国
際
化
で
は

な
く
、
海
外
普
及
・
国
際
替
及

・
国
際
対
応
と
い
う
表
現
を
使

っ
て
い
る
。
日
本
の
伝
灘
文
化

が
培
っ
た
剣
道
の
舌
典
的
ル
ー

ル
を
変
え
ず
、
勝
日
本
化
さ
せ

ず
に
海
外
へ
「
普
及
」
す
る
立

両
嵩
琵
乏
鹿
　
1
9
4
7
缶
望

ま
れ
。
東
大
名
誉
教
授
。
検
網
審

議
鷲
4
月
、
日
本
相
撲
協
会

の
夫
相
撲
の
継
承
発
展
を
考
え

る
有
識
著
余
輩
竃
長
と
し
て
、

攫
吾
善
夫
潤
毅
の
伝
銃
と
未
来

の
た
め
に
」
を
取
り
ま
と
め
た
。

場
は
、
私
た
ち
碁
罷
著
会
議
」

が
提
言
を
ま
と
め
る
上
で
参
考

に
な
っ
た
も
の
だ
。

国
際
柔
道
の
よ
う
に
勝
負
判

定
の
点
数
化
や
体
重
別
の
制
度

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
相
撲
の
多

国
籍
化
は
、
ユ
ネ
ス
コ
が
2
0

0
1
年
に
採
択
し
た
「
文
化
的

多
様
軽
に
関
す
る
恒
男
宣
言
」

が
確
認
す
る
「
文
化
と
は
特
定

の
社
会
、
社
会
集
団
に
特
有
の

精
補
的
、
欝
知
的
、
感

情
的
特
徴
を
あ
わ
せ
た
も
の
」

と
の
原
則
を
尊
重
し
て
い
る
。

同
時
に
、
大
相
撲
へ
の
入
門

と
は
、
梱
損
を
支
え
る
日
本
の

文
化
や
慣
習
へ
の
接
近
で
も
あ

第
3
条
)
た
る
大
相
撲
の
技
法

を
習
得
す
る
だ
け
で
な
く
、
反

則
な
ら
ず
と
も
品
位
に
欠
け
る

毅
や
立
ち
合
い
を
嫌
う
慣
習
を

学
ぶ
こ
と
に
な
る
。
そ
の
最
初

の
奉
例
が
元
関
脇
・
商
見
山
大

五
郎
(
元
素
闘
親
方
)
だ
っ
た

こ
と
は
吾
う
ま
で
も
な
い
。

日
米
で
人
気
の
あ
る
野
球
や

テ
ニ
ス
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
制
度

な
ど
の
導
入
に
よ
り
誤
馨
が
激

減
し
だ
。
し
か
し
、
国
際
性
を

「
入
日
本
化
」
国
技
守
る

を
導
入
す
れ
ば
言
小
兵
の
力
士

が
大
型
力
士
を
負
か
す
蟹
削

鰯
欝
堕
の
大

ま
た
外
国
出
身
者
は
、
自
発

的
に
部
屋
へ
入
門
し
て
師
匠
の

指
簿
や
護
き
ん
の
愛
情
、

兄
弟
子
と
の
稽
古
に
よ
っ
て
、

疑
似
大
家
族
の
中
で
相
撲
道
と

人
格
を
と
も
に
成
長
さ
せ
て
い

く
。
こ
れ
昧
「
同
化
」
や
「
強

制
」
で
は
ま
っ
た
く
な
い
。

難
粥
彊
謹
張

す
る
の
で
あ
り
、
勝
国
籍
・
腕

民
族
に
よ
る
同
化
や
「
日
本
化
」

を
強
制
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
。
自
ら
の
選
択
で
大
相
撲
の

世
界
に
「
入
る
」
こ
と
は
、
大

相
撲
に
関
わ
る
日
本
の
文
化
・

伝
統
・
慣
習
に
も
漸
進
的
に

「
入
る
」
こ
と
を
意
味
す
る
。

薄
黒
と
し
て
、
「
我
が
国
固

有
の
園
按
」
　
(
相
撲
協
会
定
款

葉
龍
曜
鵬
粥

さ
れ
る
か
判
定
基
準
が
苫
屋
一

貫
し
な
い
光
景
を
目
に
す
る
。

特
に
一
都
冬
季
競
技
の
採
点

は
公
平
性
・
客
観
性
を
欠
く
と

の
指
摘
が
あ
る
。
高
梨
沙
羅
選

手
の
活
躍
す
る
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン

プ
競
技
で
は
、
飛
型
審
判
員
の

欧
州
偏
重
と
判
定
基
準
の
不
問

瞭
さ
、
着
衣
に
よ
る
失
格
判
定

の
慈
恵
蛙
が
目
立
つ
よ
う
に
思

う
。
国
轢
性
の
形
式
を
ま
と
い

つ
つ
、
本
質
は
一
部
欧
州
の
ロ

ー
カ
ル
・
ス
ポ
ー
ツ
の
名
残
を

と
ど
め
て
い
る
感
も
あ
る
。

ま
た
羽
生
繕
弦
選
手
の
分
析

に
よ
れ
ば
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ

ー
ト
に
は
採
点
の
欠
陥
と
そ
れ

を
悪
用
し
た
濫
投
が
あ
る
ら
し

い
。
馨
遡
星
霜
、
同
じ
場
所
に

座
っ
て
決
ま
っ
た
角
度
か
ら
見

る
た
め
、
ジ
ャ
ン
プ
の
回
転
不

足
や
違
反
を
見
逃
す
こ
と
が
少

な
く
な
い
そ
う
だ
。

氷
上
で
前
向
き
に
踏
み
切
る

ア
ク
セ
ル
碇
、
羽
生
が
1
6
分
の

1
国
際
し
た
と
こ
ろ
で
跳
ぶ
の

に
対
し
、
ひ
ど
い
人
で
は
4
分

の
l
回
転
も
し
て
か
ら
跳
ん
で

も
明
確
な
減
点
ル
ー
ル
が
な

い
。
簿
判
員
の
死
角
を
つ
い
た

不
完
全
な
演
技
が
減
点
さ
れ
な

い
の
は
A
工
映
像
で
総
合
的
に

解
析
し
な
い
か
ら
だ
と
い
う
。

大
相
撲
は
行
司
以
外
は
土
俵

下
に
も
醤
聾
判
5
人
を
四
方

に
配
置
し
ビ
デ
オ
映
像
も
早
く

か
ら
参
考
に
し
て
き
だ
。
多
方

向
・
多
角
度
か
ら
眺
め
る
判
定

に
個
人
の
主
観
が
入
る
余
地
ぼ

な
く
、
日
本
人
を
含
め
て
多
国

籍
の
力
士
会
員
に
公
平
と
い
う

点
こ
そ
「
国
際
的
」
で
は
な
い

の
か
。
そ
れ
で
も
力
士
の
中
に
、

行
司
軍
配
に
前
代
未
聞
の
不
服

を
言
い
立
て
、
大
相
撲
の
徳
や

た
し
な
み
を
無
視
す
る
著
も
現

れ
だ
の
に
は
驚
く
。

1
6
甘
露
フ
ラ
ン
ス
の
モ
ン
テ

ー
ニ
ュ
は
「
勇
気
」
　
「
武
勇
」

が
「
価
値
」
に
由
来
し
、
「
大

き
く
価
値
の
あ
る
人
」
　
「
立
派

な
人
」
と
は
「
勇
気
あ
る
人
」

で
あ
り
な
が
ら
「
徳
の
あ
る
人
」

だ
と
述
べ
た
も
の
だ
。
徳
の
カ

が
な
け
れ
獄
、
た
と
え
勝
負
で

強
く
て
も
、
最
終
的
に
弱
い
人

間
た
ち
の
上
に
立
つ
信
望
を
得

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
時
は

商
い
馳
位
を
得
て
も
、
名
蕾
と

威
厳
の
あ
る
立
場
を
長
く
与
え

よ
う
と
の
機
運
は
簡
単
に
生
ま

れ
な
い
。
ま
し
て
や
、
離
も
が

認
め
る
名
声
と
は
、
求
め
て
得

ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
稚
。

英
文
は
金
曜
日
の
ジ
ャ
パ
ン
・

ニ
ュ
ー
ズ
に
掲
載
予
定
で
す


